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まちの話題
日田

AEDを屋外に設置　いつでも使えるように
　7月26日、ひた福祉就労センターでAED（自動体外式
除細動器）の設置場所が室内から屋外に移された。これ
は、夜間にAEDが使えなかったことで、尊い命を救えなかっ
たという報道をきっかけに、施設長の藤髙敏明さんが実施
したもの。閉館中の夜間や休日でも、24時間緊急事態
にAEDを利用できる。藤髙さんは、「いざというとき、誰
でも遠慮なく使ってほしい」と呼び掛けている。

らんま先生がパトリア日田にやってきた！
　８月7日、「環境パフォーマーらんま先生のエコ体験教
室」がパトリア日田で開催された。世界一大きな空気砲の
体験やジャグリングの実験を披露。環境問題やＳＤＧｓにつ
いても取り上げ、子供から大人まで楽しく学んでいた。講
演後は、らんま先生からプレゼントされた科学風船を握りし
めた子供たちが、「あの実験、家に帰ったら真似するんだ！」
と声を弾ませていた。

デヴィ夫人と出川さんが日田に！
　７月11日、日本テレビの番組のロケで、羽田多目的交
流館にデヴィ夫人と出川哲朗さんが訪れた。2人は、施設
内を見物し、食事提供グループ「せんだん」の皆さんが地
域野菜などを使って作ったおいしい食事に舌鼓。また、日
田産スイカ「金

こんじきらおう
色羅皇」のおもてなしに、「すごい！大きなス

イカ、おいしそう！」と喜んでいた。また是非、日田に遊びに
来てほしい。

上位を目指して、いざ西日本大会へ
　8月3日、小学生ミニバスケットボールクラブ「日隈バスケッ
トボールクラブ」の選手らが、西日本大会出場報告のため
市長を訪問した。「前からのディフェンスを頑張りたい。上
位を目指して頑張ります！」と、キャプテンの野村日奈子さ
ん。大会に向けての意気込みを受け、市長は「全国から同
志が集まってくるので、その仲間たちとの交流も大切にして
ほしい」と言葉を掛けた。
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目指せ！唐辛子の収穫量増
　８月、ゆずごしょうの材料となる青唐辛子の収穫と加工
が始まった。製造元の㈱つえエーピーでは、ゆずごしょう
の魅力を全国に広めようと、地元産にこだわった唐辛子の
栽培にも尽力。今年5月には、試験的に栽培を行うモデル
園を設置した。唐辛子栽培のノウハウを農家に提供するこ
とで、新たな生産者を増やし、ゆずごしょう作りに欠かせな
い唐辛子の地元調達を目指している。

みなハン、始めました！
　8月23日から大山振興局で開催した「大山町×みなハ
ン☆レシピ展」。これは、6月の男女共同参画週間に合わ
せて、家庭での家事の負担を分け合うことを目的に、大山
町に在住・在勤している人を対象に、男女問わずにレシピ
を募集したもの。「みなハン」とは、“みなさんでつくるご飯”
という意味の造語で、来場者は、それぞれの思いが詰まっ
た44点のみなハンレシピを熱心に見ていた。

ゴールを目指して、走り切れ！
　8月6日～７日にかけて、田来原美しい森づくり公園で開
催された「第６回奥日田オーバーナイトリレー」。1周1.5㎞
のコースを制限時間内に何周走れるかを競うもので、市内
外から総勢162人が参加した。リレーとソロ、それぞれ10
時間と4時間の部に分かれ、午後7時にスタート。リレーは
各部門上位３チーム、ソロは各部門の男女それぞれ上位3
人が表彰された。

未来のなでしこ、駆ける！
　8月27日・28日、鯛生スポーツセンターで第23回中
津江ＣＵＰ女子サッカー交流大会が開催された。女子サッ
カーは試合の機会が少ないため、女子選手にとって夏休
みの楽しみな大会となっている。九州各地から集まった
Ｕ-12とＵ-15合わせて19のクラブチームで、熱戦が繰り
広げられた。試合後は、審判を務めた柳ヶ浦高校サッカー
部員らとバーベキューで親睦を深めた。
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